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大阪青山大学健康科学部健康栄養学科
5th International Dietary Fibre Conference 2012
 held on May 7~9, 2012  at Centro Congressi Fontanas di Trevi, Rome, Italy.
Yohko KATAYAMA
Department of Health and Nutrition, Faculty of Health Science, Osaka Aoyama University
Summary The above international conference was held at the congress center of Rome in the Trevi Fountain 
district.  The present report briefl y outlines this conference and our presentation there.  My impression on the city of 

































Fig 1. The abstract book of the 5th International Dietary Fibre 
Conference 2012.
図 3．ポスター発表の論文
Fig 3. Our report presented in a poster session. 図 2．口頭発表の論文
Fig 2. Our report for oral presentation.
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写真 1．グレゴリアン神学大学 正面
Photo 1. The front side of Pontifi cal Gregorian University
写真 2．国際会議場入口。　大学正面の左端入口
Photo 2. On the left-hand side is the entrance to the International 
Congress Hall and session rooms.
写真 3．アカモクの標本
Photo 3. A sample of Akamoku,  Sargassum  horneri (Turner) C. 
Agardh. 
写真 4．ポスター発表
Photo 4. Our presentation by a poster. 
図 4．会議場の見取り図








Photo10. A scene in the banquet hall.
写真 6．クイリナーレの丘からバチカンの大聖堂を臨
む
Photo 6. A view of Basilica di San Pietro of Vaticani.
写真 7．夕暮れ迫るトレビの泉
Photo 7. Fontana di Trevi in evening twilight.
写真 9．口頭発表
Photo 9. Our oral presentation.
写真 5．クイリナーレ広場
Photo 5. Piazza del Quirinale. 
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Photo 11. Fontana della Niadi in Piazza della Repubblica.  
A building seen at the back is a part of Esedora of the ancient big 
bathhouse, Terme di Diocleziano, where our conference banquet was 
held on the top fl oor .
写真 12．ローマ市内の遺跡発掘現場の一つ。
Photo 12. One of vestiges of ancient civilization.
写真 13．ある街角。ビルの一角に造られた彫像。






























































































[晩餐会 (Gala Dinner)会場 ]
2日目の夜は会議が 18:00に終わり、余裕を持って
ホテルへ帰る時間が持てた。晩餐会は 20:30からロー
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れる (写真 11)。あの巨大なコロセウムも、ある時代
には市民の石切り場となってしまい、いまは往時の半
分程の大きさになってしまっている。
下街の或るビルの前を通ったときのことであるが、
小さな構えの銀行ロビーが全面ガラス張りになってお
り、ロビーの中心に 2mもある大きな石造の面が飾ら
れていた。説明文が表示されていたのでどこかの遺跡
から出土したものかもしれない。また、裏通りの街角
に石造建築のビルがあって、石造彫刻が建物の一部と
して道路の角を飾っていたりする（写真 13）。
石造の遺跡があふれたロー市街地に居住する若者に
とっては、世界史を動かした歴史の教材が身の周りに
あふれている訳で、そこから得られる世界観も若者の
人生観に大きく有利に作用しているであろうと思われ
た。
これらの頑丈な文物を目にしたとき、日本人と西洋
の人々との間に見られる「心の持ちようがとても違う
こと」への理由が分かるような気がする。日本の文化
財には木と紙で構成されたものが多いためとか日本の
自然が常に天変地異に曝されているためか、日本人の
心には古いものは「壊して捨てる」というが気風が強
いように感じられる。日本の文物は壊れやすくて失わ
れやすく、故に、そこに接する人々の感性がますます
繊細になり刹那的になってきたのかも知れない。今
だけの現実のみならず将来のことを見通す考え方が、
我々日本人に強く求められていると痛感された。
